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貧金市場の制度的側商

きらいがあれば , 実際の賃金比較の範囲は , ここに提示したものよ^)広い範囲にわたることになる 

したがって，資料上の制約から， ここに検出し得た比較の範囲は限られたものでしかないが，比較 

の連関の本質的部分をとらえているといえよう。 また, 調査資料は,ある限られた時点のものでし 

かないので，比較対象が年によって変動することは十分あり得ることである。 しかし，そうではあ 

ニても，調查時点はわが国の賃金決定機構が制度として確立した後のことであるから，賃金波及と 

いう点からみると，労使が賃金比較の対象を持っていること， しかも，それがある程度安定的なも 

のであるという事実が重要なのである。

付記ホワイトカラー命門にかんする資料整理に多大の助力をしていただいた，本塾経済学部可児浩ー 

■朗君に感謝する•
■* (東京工業大学経営工学科助手）
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日立従業員組合をめぐって

ー~~戦前における企業別組合の事例とし て 一

小 松 隆

は じ め に

日立製作所内に企業別組合としての日立従業員組合’  
が存続したのは, 第 2次大戦前の'ごく短かい期間’であ 

った。製作所自体がその当時はそれほど長い歴史をも 

'つ会社ではなかったので，労働運動の遺産もそれほど 

のもめではなかった。それに,当時の製作所では労資 

関係 • 労務管理の® においては，ふるい経営理念にも 

とづいた意識が強く支配してv、た。とうぜん，労働運 

動にたいしても，経営側は高姿勢をつらぬぎ，譲歩や 

協調政策にはかえ.りみるこ.とをしなかった。それでも， 

第 1 次大戦後全国的に昂揚した労働運動の波には，製 

作所もさらされざるをえなかった。その流れのなかで， 

きびし^、労務政策の圧力をはねのけて，企業別組合と 

しての日立従業員組合も.亀戸工場に結成され,かつ戦 

闘的な姿勢をそなえていったのである。

日立従組の結成されたころは，労働組合陣営がこぞ 

って産業別化を目標にすすんでi 、たときだけに，龜戸 

工場の一部の職工が企業別組合に結集したことははな 

はだ興味をそそる。また，それが当時後退しつつあっ 

たアナキズム陣営に属したことでも特異な存在であっ 

た。そのような日立祥組も，企業別祖合全般も，また 

アチキズム運動もいまだに十分に明らかにされてv、る 

とはいえなし、ので，免戸工場における企業別組織への 

結集プロセスや，その結実である日立従組の活動は究 

明されてよいものであろう。 *

ただ，日立従組については，芝浦労働組合のように 

独淨の機関紙が発行されていたわけではないので，資 

料的にははなはだ不十分な材料しかのこっていな^、„ 
1沿9年の口立工場や鉱山の争讓は一船によく知られて 

いるし，社史や組合史にもくわしく紹介されている。 

また1920年の温交会にしても同様である，ところが，

日立従組については，社史や組合史でもほとんど言及 

されていない。社史ではことさら無視されちきらいも 

ないではない。それだけに，その足跡は一般にも研究 

者にも製作所内部にも，現在ではまったくといってい 

いほど知られていない。それをうけて，本稿ではとぐ 

をこ組織形態の問題に限定せ.ず,日立铑組にかかわる全 

体的な問題をとりあげ，その短かい歴史を可能なかぎ 

り明らかにするようにつとめてみたい。

なお，本論に入る前に，ここで日立製作所およびそ 

の亀戸工場について概略を紹介しセおくことにし

日立製作所が久原鉱業所日立鉱山の工作課の所厲か 

ら分離されて，「久原鉱業日立製作所」に独立したのは， 

1911(明治44)年 12月28日のことであった。翌 1912年 

10月，久原鉱業所は久原鉱業株式会社と改称され,日 

立製作所も「久原鉱業株式会社日立製作所」と改称さ 

れた。ついで1920年 2 月，日立製作所は久原鉱業所か 

ら分離独立して「株式会社日立製作所j になるにいた 

る。 .
その歴史をもう少しさかのぼると，日立鉱山工作課 

に，190S年◊ ろから修理工場が設置されていた6 それ 

は，鉱山業の補助的部課として，採鉱•製錬に必要な 

電気 • 機械の修理.• 工作に.あたっていた。，この修理工’ 
場では，鉱山の補助的作業と同時に，電力利用や笟気 

機械製作の面で独自の事業の開発にもあわせとりくん 

でいたが，鉱山の発展とともに，その事業も繁忙をき 

わめていった。そ^)けっか，上述のように1911年末に， 

日立鉱山から独立したいちにたつ製作所設置にすすむ 

のであった。

本稿でとりあげる饱戸工場はというと，その前身は 

來與伽岛機械製作所であった。日立工場では主に锟気 

機械が扱われて.いたや.にたいし，ここでは一*般機械が 

扱われてレ、た。この工場は, 1907年10月に,久原鉱業 

所を本社とし, 日立鉱山の1工場として佃鳥に発足し

注（1) この点については，Zl£に ••日立製作所史j  (194£郎版および1957年版’ 同社)によらそいる,
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日立従業員組合をめぐって

ゾこ。いうなれば，久原鉱業所の自家用設備機械の製作* 
修理を担当したものであった。

その後，1912年10月，久原鉱業株式会社となった折 

に，同仙島製作所と改称された。 1914 (大正3 ) 年には, 
伽岛および芝分工場ともに手狭となり，あらたに免戸 

に; t 地を選定して饱戸工場として統合されることにな 

った。その計画によって，1916年 3 月に移転を実現し, 
ついで1918年10月に日立製作所に合併されて，,日立製 

作所龟戸工場に改称されるのである。この工場は，戦 

前においては日立製作所のなかで日立工場についで大 

きなもので，日立従組の存在した大正末から昭和初年 

♦こかけては，大体 1，000名強の従業員が従事していた。

0 立従組成立以前の所内における労働者の活動 

扫立製作所における労資関係なり労働運動をみる場合, 
製作所の中心であった日立工場をはじめとする全工場 

およびその母体であった日立鉱山とのかかわりを忘れ 

てはならないだろう。ここでとりあげる日立従組が結 

成されたのは，そのうち東京• 亀戸工場におI 、てであ 

る。亀戸工場における労務管理‘経営方針にしても日 

立鉱山や製作所全体と一体のものであり，それとのか 

かわりにおL、て理解されることが必要である0 

’ とはいえ，龟戸工場における労働運動や労働者の組 

織化は，必ずしも鉱山や日立工場と密接なつながりを 

もってなされたといえるものではなV、。地理的に都市 

や工場地帯とかけはなれた鉱山や日立工場におけるも 

のとちがい，都下の，しかも工場地帯のただなかの亀 

戸工場における運動は，むしろその周冯，きらには日 

本全体の連動との関速の方がつよかったといってよい 

だろう。じっさいにも，日立従組は，主として鉱山や 

日立工場における運動の経験をひきついだり，そこで 

の活動の連鎖において結成されたものとは考えられな 

い9 それよりも, 他戸工場周辺の，すなわち都下にお 

■ける労働運動の渦にまきこまれて，またその支援をえ 

て結成されたものと考えた方がよいのであった。

しかし，鉱山や日立工場における経験がまったく日 

立従組にひきつがれていないというO でもない。也戸 

工場の組合員たちが，たえず製作所における過去およ 

び現在の動静に関心をはらっていたように，その精神

的連繁はみのがすことができないだろう。日立従組の 

結成にあたって，あるいはその後の活動において，関 

係者は亀戸工場以外の所内工場における先駆的な争議 

をしばしば想起して，それに言及しては，みずからへ 

の心の糧•闘争への刺激剤として生かそうとつとめて 

いたこと，あるいは会社側としても，日立従組にたい 

するにも，全工場的なひろがりで注視していたし，ま 

たそれまでの全工場的な経験においてその動向をとら 

え対策！̂ そていたことを想起すべきである。したが' 
って，亀戸工場の職工，とりわけ日立従組の関係者に 

しても, 日立全体の動向や，その前史を無視しては十 

分に活動を展開することはできなかったといってよい 

わけである。

すでにふれたように，亀戸工場の前身が同敷地に稼 

• 働しはじめたのは，1916年であり，ついでそれが日立 

製作所に吸収されたのは，1918年である。その1916年 

から18年ころにかけての時期というと，第 1.次大戦の 

活況のさなかに，独占資本が形成，ついで確立にむか 

わんとしているときである。同時にそれにつれて， 

雇用労働の増大と1労働運動ゐ拡大も進行しつつあった 

ときである。ことに大戦直後の1沿9年ころからは，労 

働強化，物価騰貴，それに生活不安の増大にたいする 

反撥から，労働者の組織化や争議もめだちはじめてい 

たの、であった。

日立製作所もその例にもれず，稼働まもない亀戸エ 

場でも日立工場でも，友愛会をはじめとする労働運動 

の侵入に徐々丨こさらされていた。それが表面化する形 

で, まず鬼戸工場に1919年の春から夏にかけて争議が 

発生した。これは断続的にしばらく継続されたが， 8 
月 1 日に会社伽が臨時昇給など労働条件の改善を発表 

して鎮餘をみたといわれる。

同じころ，日立工場および鉱山でも，創業以来の

「事業一家• 和協一致」の経営理念にもかかわらず，労
( 3 )

者の不満や組織化の動きがうごめいていた。そこへ, 
日立工場および鉱山に支部を定着させようとする友愛 

会のオルグ活動も活発になり， 7 月にはその陣容をと 

とのえて日立支部を結成するまでになった。大戦後の 

全国的な労P 逝動の昂揚のなかで，友愛会も意気さか 

んであり，それに同調する職工もかなりの数にのばづ 

た。ことに8 月に入ると，也戸工場での紛争の余波も 

あり，動揺がはげしくなっていった。しかし,いった

注（2 ) 前 掲 卬 立 製 作 所 心 （1949年版)，69M.
( 3 ) 日立工場における1919年前後の友愛会の動向については，主に *•日立努働迦勤ぬ（1968年, 

労働組合）によっている。
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，んは8 月11日に，会社側が中心人物11名を解雇したこ

とで，労働者側の不満を上から抑えつけることに成功

したかにみえた。しかし，友愛会•も8 月22日に日立支

部発会式を敢行し，反撃にでた。その後，友愛会の勢

.力は日立周辺にも拡大していくかにみえた。

. ちょうどそのころ，つまり11月14日，日立工場が大

火炎にあった。その直後の11月19, 20の両日，友愛会

枕日立，大雄院，本山の三支部によって日立連合会を

結成した。それを機に，会社側は，友愛会員が工場再

建に非協力であるとして，11月26，27の両日にかけて

56名 （鉱山でも50名）を解雇した。労働連動にたいして

まったくといっていいほど理解のなかった小平浪乎所

長 （当時）ら会社側の幹部はかねてから組合員のブラッ

ク • リストを作成していたが，大火を機に官憲の応援

をえて強弓Iに抑圧手段にでたのであった。 -
それにたいし, 解雇者たちは,友愛会本部の支援によ

って解雇取消しを要求して，集会や演説会をくりかえ

したり，一部は騒擾的な動きにでるが，一般職工の支

持がえられなかったうえ，その指導者たちの多くも逮

.捕されて，争議はけっきょく友愛会侧の敗北に終った。

同時に，友愛会支部も急速に衰え，その実態を失って

•しまうのであった。

しかし, この事:件によって，大正初年より労働条件

の改善，あるいは全従業員の親睦を目的とした芝内会

(肌 5年結成，wm年日立会に改称)の活動などで労働者の

•掌握を積極的にすすめてきたのに*それが必ずしも成

•功していなかったごとを反省し，この學議の直後,会
( 4 )

社側はまず日立工場と鉱山に「温交会」を結成した。 

. これは，「外部からの過激な指そう，せん動による 

弊害め苦I 、経験に鑑み，自分達独自の考えで組合を結 

成しようどする機運が従業員の間に起り，会社として
( 5 )

もその穏健な思想と行動に共鳴し協力した」ものとい 

:われるように，形としては職長わ前身である職頭の発 

起で結成される方法をとっているが，あきらかに会社 

側の意図が樹(いて，自主的な労働組合や横断組合への 

参加を抑制し，日立から労働運動を排除する因的で結 

成されたものであった。したがづ文，自主的で労資対 

等の位遛にたっ組織というより，工場従寒員全員によ 

..る労資一体の，一種の工場委員会ともいうべきもので

あった。年 2 回開かれた委員会をつうじて，多少労資 

交渉的な役割もはたされたが，議題となるのは福利厚 

生関係中心であった。それゆえに，その機能• 性格は, 
規約に「会員相互の共済並びに, 親睦を図り智徳を涵_ 

養し日立工場の事業に貢献し，もって各肖の福祉を增 

進することを目的とする」とあるように/ 共済•互助 

と生産協力を旨とするもので，むしろ労働組合機能め 

介入を阻止するためのものといってよかった。会社侧 

が rこの温交会は外部からいろいろの批評もあったが， 

自治的民主的にその機能を発揮し，工場従業員の福祉 

増進計画を着々実行して，労働者の地位向上をはかづ， 

生産の高揚に資するようになったj と述べているの 

も，まさにそれをうらづけるものである。これにあわ 

せて，すぐに偽戸工場にも同様の趣旨から温交会が結 

成された。この温交会は, やがて1939年11月にいたる 

と産業報国組織に改組されるが，戦時下にも存続され 

ることによって，戦後の労働組合への足がかりをも用 

意することになるのである。

日立従組への道 1919年の争議後，労務政策の成 

功もあって, 日立工場中心に，労働者の自主的な動き 

は，一時的なものをのぞいて*さして顕著なものでは 

なくなっていく。

それでも，龟戸工場では，全国的にひろまる労働運

動の戦闘化の影響をうけて，労働組合に関与していく

ものも少しずつ輩出していぐ。たとえば，消费組合運

動に関与した戸沢仁三郎も，一時は鋳物工場で働きな

がら純労働者組合にも参加していた。工具工場に働ぐ

矢野義一，庄司専助• 万作兄弟, 太田順一らも，機械

技工組合江東支部に参加していた。また，のちの日立

従組の中心人物の1人になる高橘光吉も，すでに新潟

鉄工所月島工場時代に労働運動の洗礼をうけて機械技

エ組合に参加していたが，作22年ころ日立*亀戸工場

に入職していた。社史で「その後日立工場では何等の

問題も起らなかった。‘••…大正十二年たまたま命戸エ

場に左航思想の者が潜入して来て盛んに工員をせん動; 
( 7 )
したj というのは，この前後のことであろう。

その後も，亀戸工場の組合関係箸たちは，工場周辺 

の來交や日淸紡他戸工場の労働者と交流を深めたりし 

ながら，会社侧の圧力に抗して活動を継続した。その *

注U ) 温交会にかんしては，当時法0 されだした縦断組合と横断組合の問題もからんで，興味深いものがもる。その詳細に 

ついては， 日立製作所の前揭社史および組合史をみよ。

( 5 ) 前掲卬立製作所史』，293H。

( 6 ) 前 掲 m 立製fP所史』，70其/ '
• (.” 前揭汨立製作所史 j ,  U 5 K 。
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中心は，あいかわらず，矢野らの関係していたエ具工 

場であった。また，製作所を解雇されたり退職した場 

合でも，横断組合としての機械技工組合江東支部との 

関係は，そのまま失わず，それをとおして日立従業員 

との交流をたもっていた。

ところが，大震災後，労働界を方向転換の嵐が風靡 

ずるが，そのなかで機械技工組合の加入していた機械 

労働組合連合会も, 方向転換を表明する。すなわち， 

自由連合系に密着していた従来の姿勢から，あらゆる 

方法 * 手段の採用fc道を關いた純白紙主義に方向転換 

を行なったのである。そのとき，機械技工組合は，そ 

の行き方に反対して機械連合を脱退す名が，一部は東 

京機械工組合を結成して機械速合に残留する。そのよ 

うな流れのなかで，機械技工組合のみでなぐアナキ 

ズム系全体も锋退の色を濃くしていく。それをはねの 

けるように，組合活動の強化をはかる努力もなされる 

が, 全体としては，アナキズム系も機械技工組合も急 

速に後退していく。

しかし，総同盟第1 次分裂による日本労働組合評講 

会0 結成にみられるように,労働運動の再編と各派ご 

とにではあるが，ナショナル•センタ一や産業別組合 

の結成がすすめられたりする情勢に，アナキズム系も 

勢力回復をめざして，傘下の労働組合による全国的連 

合体の結成にむかうa その結実が全国労働組合自由連 

合会の結成である。その流れのなかで，機械技工組合 

江東支部中心にすすめられた組織活動のけっか生みだ 

されたのが日立従業員組合であった。

2

日立従組の創立と活動日立従業員組合の創立ま 

での経過は，_組合関係者の言によればつぎのとおり 

であらた。すなわち192 6年に入り，「大正八年の資本 

家との白熱的抗争に於ける労働者側の悲痛なる惨敗は， 

資本家をして積極的な危険分子撲滅策をとらしめ永ら 

くその蹂削に.まかせてゐたが，震災前から機械技工組 

合の人々が，陰に陽に宣伝を持続し，時々頸をチa ン 

切られてゐたが, 最近の眼醒ましき活躍によって，急 

激に数の増大を来し，丨自由に憧れる止み難き心と，不 

景気に伴ふ会社の陰険なるゴマ化し政策への不満から， 

痛切に団結の必袈を惑じ，資本家と丨官憲と，御川反 

動者の茁庄にも屈せず，敢然と起って」企業別組合と

注（8 ) 機械速合につI 、ては，拙著》•企梁別組合の也成——  
(9 )  「丨丨立従架员組合削立大会山り袖迚合j 第2 免

しT の日立従組を結成するにいたったのであった„
その結果，日立従組が創立大会を迎えたのは，192を 

(大正1处 年 6 月 6 日のことであった。その会場は龟戸 

クラブ，開会は午前10時，出席組合員は約150名であ. 

った。 '•
平田正与の開会の辞のあと，谷野某を議畏に，井JIし 

小笠原両名を書記に選出して議事に入った。まず経過 

報告，ついで綱領，宣言，規約，それに運動方針（未 

加入者に加盟勧誘の件, 議会運動反対の件，組合充実の件，

惡法令反対の件，失業に対して徹底的反対の件等）の審議• 
決定をへて， 2 時半に創立大会をおえた。つづいて3’ 
時より講演会を行なって， 6 時に閉会した。なお，当- 
日 採択された綱領はつぎの 3 項であった，

1. 我組合は自主自治の精神を以て労働者階級の解 

放を期す

1. 我組合は相互扶助を旨とし社会共存の実現を期

1. 我組合は労働者の智識を啓発し社会的権利の獲 

得を期す

また，やや長くなるが，.宣言の一部を抜粋するとつ 

ぎのとおりであった。

「今や，資本主義経済に伴なふ必然的現象たる定期 

的恐慌のために，幾百万の飢えたる失業労働者は街 

頭に群を0 し，而して生産過剰に依る資本家階級の 

常踏手段は，俺達工場労働者に対しても，不当解雇, 
人員陶汰，工場閉鎖等の名目を以って，俺達の兄弟， 

寒子を_して，その生存権を剝奪.しつつあるではない. 
か。

この暴虐，この暴令は, . 俺達兄弟をして，自覚と， 

脔起とを促がしめ，今や，大多数階級たる俺達の兄 

弟は，農村に，炭坑に，海上に，工場に大同団結し 

て，個々の資本家の牙城に向って,この決死の旗を 

進めつつあるのだ。 ……

……併 U 俺達はH前に斯うした多くの兄弟の流 

した犠牲の血の前に，何時までも黙するものではな 

いのだ。 ，":.*•
俺達の日は来た。資本家と番犬と暴力団，この 

圧の中に俺達と行動を共にする黑き誓ひへの団結を 

結成したのだ。即ち，我が日立従業員組合ごそ，自 

由と友愛との社会建設への血と肉の団結なのだ。

俺達は識る。彼等の云ふ政治運動とは，俺達の輓 

閊意識をして，資本家階級と，妥協協調せしむるも

-日本労働紺合迎勋史の- 
1926屯 7 只 5 I I,
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のである。そは，俺達をして，永遠に奴隸と，‘屈従 

の鉄鎖にっなぐ新権力の樹立運動に過ぎないもので 

あると。 •••"■

俺達の解放—— そは，代議制度を信奉する間接的 

行動にあらず, 生歲者階級たる俺達自身の獲得は, 
ただ，経済的直接行動によってのみ。

一切の欺瞞と，懐柔と，虚偽の仮商を剝ぎ奪れ! j

かくして「黒き解放戦線j  (創立宣言.の一部）にむかっ 

て出発した日立従組は，当初から重大な局面に遭遇せ 

ねばならなかった。すでに, 日本経済は1920年以来， 

一時的な回復をのぞいて，一貫してきびしい不況にさ 

らされていたわけであるが，日立などの機械•電気機 

器産寒でも例外ではなかった。ことに大正末以降にな 

ると，それまで比較的深刻の度の少なかった電機産業 

にも，不況が深くしのびよってくるほどであった。

日立• 龜戸工場をとりまく東京都下の状況も，工場 

蘭鎖，縮小，それにともなう解雇，あるいは臨時エ制 

度やニ童賃牵制度の拡大にみらi t るように急速に悪 

化していた。日立従組の労働者たちも，資本攻勢にそ 

なえて内部組織の充実•拡大や外部の爭議への支援に 

:お;つれていった。

創立後の従組は，まず事務所の設置：（当初は組合員川 

辺某來を仮事務所とし，すぐに機械技工組合江東耷部の事務 

所に同居する）を手はじめに，協議会，茶話会，：研究会， 

出版 • 宣伝活動にとりくんでいった。

協議会は，組合創立直後め6 月 S 日夜の会合を第1 
回に，月平均2 〜3 回の割で開催された。従組の組合 

.員は創立時は約150名，その後多いときでも約200名と 

•いわれるが，協擊会はそれらの組合員の自由な参加を 

みとめていた。侮回の出席者は40数名のこともあれば, 
10名にみたないこともあった。それでいて，組合員数 

がそう多くないこともあって，この協議会が執行麥員 

会や職場委員会の役割ももち，運動方針や重要事項も 

そこでどんどん決定されていった。

茶話胃太, 「組合員の意志疎禅をはかり，楽しく 

一夜を過j ごすために計画されたものであった。 7 月 

8 日に第1 回を開き, 以後月1 回以上開かれた。労務 

管理の目のきびしい龜戸工場にあっては, このような 

啓蒙活動も必要で，継続的に開かれる’ことになったわ 

けである。出席組合員数はほぽ協識会と同じくらいと 

いわれるが，そのうち「傑等の運動は，座業別連勤と

こ重要なのは，地域的の運動の必要なるを痛感す 

る」ところから，従組内め茶話会とは別に，主として 

機械技工組合江東支部中心に「地域的連合茶話会」も 

開かれた。 ’ ，

研究会は，講師を招いて勞働問題にかんする話をき 

き，討論するという方法をとるものであった。そのう 

ち，地域的速合茶話会と同じ趣旨がら，機械技工組合 

江東支部との合同研究会も開かれるととになる。

出版 . 宣伝活動O面では，日立従組には独自の機関 

紙はなく，全国自連加盟組合として，その機関紙ず自 

由連合j を活用した。ほかにビラまきなどもひんぱん 

に行なうが，ビラ. リーフレシ.ト• .パンフ.レッ.トの類 

を機械技工組合江東支部と共同で製作する方法も利用 

された。また，研究会などにも関連するが，「バクー 

ニン追憶五〇年記念演説会」のように，江東地方のア 

ナキズム諸組合.団体が連合して活動を行なう場奋も 

みられた。 •

企業別組織と運動理念以上のように，日立従組 

は，機械技工組合江東支部の組合員およびその支援で 

結成されながら，それとは組織上独立した企業別組合 

として出発した。それは，明治電友会などのように， 

短期的視点であれ職場における労資交渉を中心にした. 
組合活動には企業別組合がより有利であるとか，原理 

上もそれがすぐれているという明確な視点からなされ 

たのではない。むしろ，ー^£；は当時労働界をとらえて 

いた産業別化の方向を本来的とみとめながら,より多 

くの従業員を組合にひきいれたいという現実の組織強 

化の要請から，企業別組合にふみきったのであった。 

いうなれば, 横断組合の支部としてよりも，実質はど 

うあれ特定企業名を冠した単独組合の形をとる方が従 

業員を勧誘しやすかったという判断を活動家たちがも 

っていたのであった。しかし，産業別組合を本来的と 

みとめることにはかわりなかったので，組合員にして 

も日立の現役従業員9 みにかぎらず，退職者の加入も 

みとめるものであった。企業外労働者の組合参加をみ 

とめ, その種の組合員が強力に組合を支えたごと，そ 

して実質的には企業外の機械技工組合の一支部のよう 

な形で維持されたところに，日立製作所のように組合 

にたいして旧式のきびしい理念をもつ企業のなかにも 

組合を存続しえた—つの理由もあった。

そのようなことから，日立従組は,企業別組織であ 

りながら，.そこにとどまらず，全国自連にも従組の結

.注(10) 
(11)

r 日立從柒員組合」^ 山迪合』第3 号，1926尔8 月5 H 
•■全_ 企厲エ組合j 1 丨山述合J 飨3 号, 1 鉍6平8 月S 日。
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「全闽金厲エ迪合会の成立」**白山述合;j 第 2 % 1 9 2 鄉 7 J J 5 I H 。 

前 掲 [ 日立従梁員組合削立大会記ムへ- ■
「I：! 立從樂员組合の合同提案に焚成す」6•芝前穷働j 1926牟1 1月号。 

( 1 6 ) 前掲ィ丨] 立從梁與紺合創立火会記ム
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成と同時に力丨丨盟したり，全国自連の創立大会の決定に 

そぅて，アナキズム系金厲エ組合が結集した全国金属 

エ連合会（機械技工組合，大阪機械技工組合,岡山機械工 

組合，純労働者組合加盟）にも可及的にすみやかに加盟 

する■方針もうちだしたのであった。 以上の点は，p自 

由速合j につぎのように説明されている。

「最近，機辦技工組合の運動によって，従業員のブ 

ラックリストまで作製して組合組織運動を暴压しつ 

つあった日立製作所に，遂に日立従業員組合が組織 

されるに至った。而して根本連動方針としては金属 

エ連合会の成立をみた今日に於ては此の独立組合組 

: 織は，産業的組合組織の根本方針丨こ悖るかの如くに 

: も弯へられるが，日立製作所の情勢より観察して， 

独立組合としての運動に遙に運動の進展と拡大とが 

- 見られるものとして運動の将来を考慮して，単独組 

合として存立することになったのだが，近き将来に 

於ては，此の日立従業員組合も組合の基礎が充実し， 

周囲の特種的事情の影響を脱すると同時に，此の全 

国金属エ連合会に整理され加盟することに成i 。」

なお，日立従組の全国自連への加盟は，ふつういわ 

れるように全国自連の創立（5 月24日）と同時になされ 

たのではない。 6 月 6 日の創*大会で緊急動議として 

採択•決定されたものである。そのさI 、の提案説明とし 

. て吉崎某はつぎのようにいっている。r我々は組合を 

作ったが孤立の状態では，あらゆる場合に於て不利で 

あ.る。どうしても全国の労働組合と連絡提携して，絶 

大なる団結を成さねばならぬ。それには，組合自治を 

侵害せぬ自由連合主義を高唱する全国労働組合自由連 

合会と提携する事がよ3i 、。」 -
- さらに，結成後ほどなくして，日立従組は，当初か 

らの横断化への積極的な姿勢をいっそうすすめるよう 

に，同じ電気機器産業に属し，かつアナキズムに近接 

していた芝浦労働組合(芝浦製作所來京エ場）との合同ま 

で考えるようになった。じっさいにも9 月には日立従 

組と芝浦労組の懇親会も開かれ,日立側から合同提案 

もなされた。芝浦労組侧においても，それに輿正面か 

、 らとりくむ姿勢もみられた。ちょうどそのころ，芝浦 

’ 労組にあっては，柬攻工場内でも評_ 会の拾刺などで（ 

アナキズム系の指導力が後退し调体化していたときで

あり, 企業別組合としての脆弱性を横断化によって補：

和うとする動きに同調するものも少なくなかったので

ある。たとえば，「此の際，いづれかの‘同一産業の大き

な堅実な組合と提携合同することは，最も必要な最も

大切な最も時機を得た最上唯一の良策j であり，さら

に 「芝浦労働組合の浮沈は，一つに，此の產業合同の

完成すると否とによって決する」とさえ主張するもの

もいたのである。

ただ，日立従組は芝浦労組とちがって創立時から横

断化を志向してん、たものの，たま在ま芝浦労組との交

流や合同提案が，組合の生死をかけた争議にまきこま

れて動揺していたときになされただけに，具体化のは

こびとなると困難をき：b めた。ことに，このあとの释

過についてはのちにあらためてふれるように，10月に

入ると，争議が予期しなかった襲擊•放火事件にまきこ

まれて，組合の存続さえ危うぐなっていった。それが，

らというもの，•組合は急速に実質を失い，芝浦労組と

の合同どころではなくなっていった。かくして両者の，

合同は達成されえなかったのであるが，同時に，主要：

活動家が龟戸工場を追われた.りして，従組自体もふた.
たび機械技工組合江東支部にくみこまれてしまう。そ.
のような推移も，戦前の企業別組合のあり方の一面と

して興味ぶかいととである。 -

. つぎに，日立従組の指導理念については，アナキズ

ム系に属していたということが明白なので，それにと

くにつけ加えることもないだろう。創立自体がアナキ

ズム系の主力組合の一つであった機械技工組合の支援.
によって達成されたものであり，また創立と同時に,
その直前に成立したばかりの全国自速に加班したこと.
もそれをよく説明してくれる。

このような性格にづいてほ，創立大会で「議会迹動

反対の件」が決定されたさいの説明がわかりやすいの

で，それをひくと，「議会は少数支配者が，民衆を征服

し，資本主義制度を持続ざせて，支配欲を満足させる

為のゴマ化しのカラクリである窜は見えすいた事実だ。

故に議会運動は我々に何の利益もない。労働階級の一

部の©心家共は政治運動を高唱し我等善皮な労働渚を

踏台にして自已の鮮心を滴足させ様•とあせづてゐる。
^ (15)

が政治迎動は結來議舍運動に外ならぬJ ということで 

あり，また大会後の演説会でも，「多数の弁士は，縦撒
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に自由連合主義の強調，共産党一派.の撲滅，無産政党 

笑殺を論じ」たことも，従組の姿勢をよく乐している。 

じっさいの組合運営においても，芝浦労組と同様に会 

長ニ組合長制をとらず，協議会方式をとって合議制に 

したことや，一人一人の自覚を重視したことが，自由 

連合主義の実践として注目された。その後，黒色青年 

連盟やその構成団体の一つであった無軌道社との交流 

も加わり，衰滅するまで，日立従組は一貫してアナキ 

ズム陣営に属していたと考えてよいであろう。

3

争議，そして敗北ところセ，日立従組が以上の 

ような組織方針と運動理念のもとで，社会的活動や職 

場活動を推進した背後では，大正末から昭和初年にか 

けて日本全体をおそった不況が暗くたちこめていた。 

それによつて労資紛争が全囯的に激化するが，その波 

が日立製作所にもおしよせることになった。

まずI926年 7 月I2日，電気工場の宮沢富士雄にたい 

し，仕末書提出を拒んだという理由で解雇通告があっ 

た。それにたいし，日立従組をつうじて復職交渉が行 

なわれ，一時は紛争状態に入った。しかし，このさい 

は会社側と警察の庄力で押しきられ，ストライキに入 

るまでにいたらなかった。

もともと，組合活動にたV、する圧力は，日立従組結 

成前から龟戸工場およびその周辺ではつよかったが,
従組結成直後それが目にみえてひどくなっていた。ま 

た警察の圧力も，全国的に大争議が続発するなかで，
(17)

きびしし、対応となってあらわれてレ、た。それだけに， 

労働不安• 生活不安もあり，組合員の不満はつよく， 

なにかの’きっかけさえあれば，労資の尖鋭な対立が表 

面化しかねない状態にあった。それが臨時エの解雇を 

めぐる対立から発火することになったのである。

そのころ，不況下に臨時エや二重賃金制度の利用が 

ひろまりつつあったが，労働運動陣営もそれらにたい 

する反対をっよく訴えていた。 ， ’
そのような組合陣営の懸念をうらづけるように，日 

立でも,1 9 2 6年 9 月15日に， 3 名(佐藤利一 , )\丨崎萸蔵，

組合としても代表委員をあげて復職交渉をした。しか 

るに会社侧は耍求仝いれず,組合もストライキに入っ 

た。 ’
翌 9 月1 6 ,1 7の両日も鋳物.工具両エ場中心にサボ 

タージュや職場放棄をして，所内デモがつづけられたふ'

ストライキに同調したものは非組合員にぱそう多ぐな 

がったといわれるが，所内でのデモは当初会社側を驚 

愕させるほどの勢いをもづていた。争議団本部は所外 ,

の無軌道社におかれ，そ;Kを黒連や関東自連が全面的 

に応援する態勢をとっていたa 
それにたいし, _従来から労働運動にまった’く理解の 

なかった経営陣は，スト参加者の解雇•検束という強 

硬方針をうちだし，亀戸署の応援をえて,それを実行 

した。

9 月I8 日の夜には，争議団は，小松川丸兰亭で従業 

員大会を開いて，つぎのような要求条項を決定し，代 

表委員3 名 (矢野，竹田，井川）の手をとおL て会社侧に 

提出した。

1 今日ノ解雇者全部ヲ取消スコト ：

1. 臨時雇用制度ヲ撤廃スルコト

1 . 賃金ヲ3 割値上ゲスルコト ；

1. 月本友治ヲ解職スルコト 丨

1 . 解職手当ヲ制定スルコト.勤続年数ニ拘ハラズ 

八ヶ月分支給スルコド 

1 . 退職手当ヲ制宠スルコト，勤続ーヶ年未満ハ日 

給20日分，勤続1 ヶ年以上ニヶ年未満ハ30日分 

1 . 勤続手当ヲ制定スルコト, 勤続三ヶ年未満ハ1&
日分，同 2 ヶ年ヲ増ス毎ニ20日分ヲ加算スルコト 

1. 罰金制度ヲ撤廃スルコト 

1. 工場設備ヲ完全ニスルコト

1. 儀牲者ヲ絶対ニ出サザルコト I
1. 請負欠損ノ場合常備エ貨ヲ支給スルコト

そして，「凡ゆる弾圧下に，或ひはビラ撒きに或ひは 

演説会に，示威連動に凡ゆる手段と幾多の與敢なる同•

志の尊き犠牲とを払いつつ不断の抗争を続けてj いっ 

た。日立製作所の他：t 場や日立鉱山にも支援よびかけ 

のビラまきが行なわれたりもした。

.しかし, 争議参加者もしだいにへり，また肝心の低 

戸工場の警成もきびしくなり.争議団が工場に接近ず

木村新之助）の製罐部臨時エが解屉された。その3 名は 
„ , (18)
「H 己の坐存権擁護の為め総て組合に加入しj たので，

注(17) 13立従組の報傲こつぎのような記事がみられる，「7 月3 i日夜,主として去る24 日夜より数日に苴っての饱戸啓の暴: 
圧に対する今後の力針を協_ した。他連の連動はそんなことでへゴたれ弋堪るものか—— てなととで意気旺んだ。j (r尚 
山迪合j 第4*5免 192啤10月5 日)； 、 •

(18) (19) (20) ( 2 1 ) 「想戦月余に渉る日立製作所爭談jf f■自山逋合』第6号, 19沈牢U月5

— 7 1 - -
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ることも，ビラまきも危険をおかしてようやく可能に 

なる状況であった。そこで，争議団 . 組合とは別個に， 

ェ場にたv、する正攻法だけでなく，久原房之助や小平 

浪乎専務宅(当時社長制はとら十*,小宇が社長におさまるの 

は1929年以降）にたレ、するデモなども評画された。.そし 

て，10月 4 日に小平専跨にたいする襲撃，10月 7 日に 

は久寧邸焼打ちが実行された。U、ずれも大事にV、たら 

ずに終ったが, 後者について少しふれてみると，実態 

はつぎのようなものであった。

你圧の過酷さと，丨用題がなんら進展しない状況に直 

面して，支援団体であった黑連■の有志たちは，武良ニ 

の発議で久原邸のデモを計画した。10月 7 日，20名ほ 

どの黒連関係者中心に，それは実行された。そのさい， 

一部のものが独断で揮発油をしのばせて参加し，久原 

邸にっくと禪内に入りこみ，大玄関と応接間の填に揮 

発油の瓶を投げこんで飛散させた。それに火を放った 

ところ，勢よく火は燃え上ったものの，すぐに消しと 

められ，被害はさほどのものとはならなかった。

すぐに首謀者と目された宮崎晃ほか2 名が放火や家 

宅侵入の罪で逮捕された。事件の翌8 日には当日のデ 

モや事件にまったく関係Q ない日立従組の2 人(高橋光 

吉, 山一山喜夫）も放火亊件を契機に途捕された。

それにもかかわらず，その後もしばらくは解決する 

メドがたたなかったが，たびかさなる不祥事に会社侧 

もついに10月29日にいたり，方角工場長，秋田副工場 

喪と争議団代表の会見を行ない，争議団に7, 000行を提 

供することで解決を希望した。そこにいたり，組合= 
争議団も r金額の高を:云々するを欲しない吾等争議 

団員一同は，他に考える処もあり，傍々，潔よく惨敗 

を宣すると,共に此の争議を一先づ打ち调り，此処に争 

議を解散したj のであった。

日立徉組の消滅以上のように，大争議も日立従

組による争議固の惨敗に終った。しかし，日立従組と

しては，その失敗に悔ゆることなく, むしろ「哀訴嘆

願以上に出でない近来の労働争議に比し，晋等は晋等

の採った行動と，心情を顧みて，聊か意気の岛然たる 
(21)

を禁じ得ないj と，资易に妥協せず，全力を傾注して 

闕争したことでサバサバしていた。

そうはいっても，製擊琪件に参加した日立従組外の 

黑述閼係の数名めほか，この啡件に無関係の高橘光吉 

ら組合リーダーも検挙されたり，あるいは解扉された 

りして，従組は樊質的には祖合機能をはたしえなくな 

っていく。芝浦労組との合同も，すでにふれたように 

たち消えになってしまった。それでも昭和恐慌下の多

くのストライキが敗北と同時に，組合そのものも壊滅 

する例が多かったのに日立従組はともかくも争議に 

敗北後も組織をわずかの間ながらまもることができた。

その後，：日立従組は免戸工場従業員に茶話会，研究 

会をさかんによびがけ，組織の回復をはかろうとする。 

しかし，不況下に，情勢は予想以上にきびしく，思い 

どおりには組織も拡大せず，むしろ沈滞する一方に傾 

いていった。

そのような状態が1927年に入ってもしばらくつづく 

が，そんな状況におかれた2 月20日に，前年秋の争議 

で入獄していた5名の出獄者を迪えて，慰労会が開かれ 

た。この会は，機械技工組合その他と合同で開かれた 

せいもあって，日立従組中心の組合:集会というよりも， 

一組合の枠をこえた同志の慰労と歓談の会であった。 

この会は性格上そのようなものになったとはいえ，す 

でにそのころ，.従組の活動家のほとんどは日立での職 

をうばわれていたので，従組が龟戸工場に足場をもち， 

組織的に活動するには極度に力不足の状態にあづたこ 

とに符合する動きでもあった。それでも，その後も3 
月19日に協議会を開催して，情勢報告や組合活動の稹 

極化なども討議し，あらたに速絡委員(中川善一）も決 

定している。また，.以後匍週土曜日に協議会を定期的 

に開くことも決定し，その努力もはらっている。

しかし，会社のしめつけや警察の取締りはますます 

きびしくなるばかりで，従組が亀戸工場の職工に働き 

かけて，職場に足場を築こうとする企てはうまくはい 

_かなかった。積極的に活動できるメンバーのほとんど 

が.日立従業員以外のものによって占められるようにな 

ったのでは，企業別組合としての意味もなくなりつつ 

あうたと，いX•る。

かくして，日立従組は，機械技工組合江東支部とメ 

ンバーや活動もかわらないものとなっていくので，実 

質のなくなった日立従組の名をすてて江束支部一本に 

合流することになった。. ここに，企業別組合とt での 

日立従組は名_ ともに消滅してしまうことになる。も 

ちろん，これによって，偕戸工場ないしは日立製作所 

から穷働運動や労働組合がまったく死滅してしまうと 

*いうのではない。笠戸工場争議(I927年)，座乘報国会 

の工場’組織，あるいは戦後とのつながりの問題％ひ，き 

つづき頭をもたげていく。しかし，ここでは日立従組 

の輪郭を明らかにすることが課題であるので）！こま' 
ではた:ち入らない。

以上のごとく，i 稿では日立従組について，その成 

立から消滅にレ、たる歴史的輪郭を叨らかにすることに
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主眼をおいた。そのなかで,組織形鹩にかかわるとと 

でも， 日立製作所亀戸工場に, 1926年という産業別 

化が趨勢になりているときに,企燊別組合が結成され 

たこと/ それが7 ナキズムに立脚し,、その範囲で地域 

白'3連携や同一産業との連携にもふみだそうとしたこと， 

その組合員は日立の現役従業員のみにかぎらず，江東 

地方に職をえていた旧従業員をもふくんでいたこと， 

やがて日立の現役従業員が上からの圧力で従組へ接近 

しえなくなって，従組の工場における足場が弱くなる 

と，従組は横断組合としての機械技工組合江東支部に

ぐみこまれてしまうこと，その意味では関係者は企業 

別組合を必ずしも自己完結的で自立的なものとしてで 

はなく，産業別組合との関連で理解していたことなど 

が明らかにされた。これらのことどもをもとに，さら 

に深し、究明が必要であるが，本稿は覚書にとどめ,次 

の機会にゆずりたい。

付記本稿は高橋光吉氏および宮崎亮氏の御教示によ 

る部分が多い。しるして謝意を表したい。 '

(経済学部助教授〉
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